
・太枠内は記入必須 注意：１

注意：2

調査地点名　　　

北緯 度 分 秒 東経 度 分 秒

・以下の欄の記入は必須ではございません

COD以外に調査された項目をチェックしてください

その他調査された項目をご記入下さい 生き物

特記事項（水辺の状況・流れ・濁り・散乱ごみなど） 川の変化について意見（今と昔）

注意：1　必須項目の太枠内が全国統一規格での調査手法の結果記入欄になります。

※調査結果については公表することを前提としています。
※本記入表に記入いただいた調査者の個人情報は本調査の目的以外に使用することはありません。
※COD8mgO/L以上の場合の操作については本調査のホームページ　http://www.japan-mizumap.org 
の希釈法・COD(0～100)として詳しくご紹介しています。

▲裏面もお読み下さい。

任
意
調
査
項
目

pH ・電気伝導度 ・透視度 ・アンモニア態窒素 ・ 亜硝酸態窒素 ・硝酸態窒素 ・リン酸態リン

注意：2　過去に参加された調査グループの方は、名称が変わると蓄積データに反映されません。変更した場合
は以前のグループ名もお書き下さい。特に市町村合併により変わった場合での事例が目立ちます。

０ ・ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ ７ ・ ８以上 （○印を付ける）

COD8mgO/L以上の場合 希釈法 ・
パックテスト
COD(0-100) (1) (2) (3)

(℃) 前日の天候 晴　・　曇　・　雨

COD(D)
(mgO/L)

 
事務局から支
給されたパッ
クテストをご
使用ください

原水

測定値　１回目 ０ ・ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ ７ ・ ８以上 （○印を付ける）

測定値　２回目 ０ ・ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ ７ ・ ８以上 （○印を付ける）

測定値　３回目

調査結果

採水月日・時刻 　　　月　　　　　　　日　　　　　　　時　　　　　　　　分 天候 晴　・　曇　・　雨

現地気温 (℃) 現地水温 (℃)
試水水温
(測定時)

※橋など分かりやすい名
称を記入してください。

緯度・経度の検索方法
1.国土地理院のホームページ
http://watchizu.gsi.go.jp/

2.その他(                                                        )

河川以外の水域で調査
された皆さまへ

上記調査地点が農業用水路やため池など河川以外の水域である場合は、管理者の了解
が必要です。必ず裏面もご記入ください。

※上記定点の住所と緯
度・経度を記入してくださ
い。

調査者・調査地点情報

調査グループ(個人) 名

調査票記入者　(責任者) 名

調査河川等の名称

都道府県名 市区町村名(旧名) (                )
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※

※

　　　□了解を得なくてもよい。（理由： ）

※

　　　□了解を得なくてもよい。（理由： ）

※

なお、事前に河川区域外の調査について事務局へ連絡された方のご記入は結構です。

ご連絡先

名　前

住　　所 〒

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

Ｅ－ｍａｉｌ：

▲ご協力ありがとうございました。

調査結果公表の了解

□昨年了解を得ている。　　　   　□了解を得た。　   　　　　□了解を得られなかった。

調査結果の公表について管理団体の了解を得たかどうか該当する□にチェックしてく
ださい。「了解を得なくてもよい。」にチェックした方はその理由（管理団体と一緒に調査
したためなど）をご記入ください。

管理団体の責任者名
上記管理団体の責任者の氏名

調査実施の了解

□昨年了解を得ている。　　　   　□了解を得た。　   　　　　□了解を得られなかった。

調査の実施について管理団体の了解を得たかどうか該当する□にチェックしてくださ
い。「了解を得なくてもよい。」にチェックした方はその理由（管理団体と一緒に調査した
ためなど）をご記入ください。

河川以外の水域で調査をされた皆様へ
（河川で調査をされた方、すでに事務局へご連絡されている方はこの裏面をご覧いただく必要はありません。）

　詳細マニュアル（P5）にも記載されているとおり、調査地点が河川以外の水路やため池等で
ある場合は、その多くが、個人や団体が所有する農業のための専用施設です。これらの施設で
は、事故防止や施設保護の観点から調査実施について、調査前に管理者の了解を得ていただく
必要があります。また、農作物の風評被害を懸念される管理者の方もいますので、管理者に調
査結果を公表することを十分に説明し、公表について管理者の了解も得ていただく必要があり
ます。
　つきましては、河川区域外の地点での調査を実施した皆様については、表面の調査結果だけ
でなく、管理者の了解を得ているかどうか以下の事項にご記入いただきますようご理解・ご協
力のほどよろしくお願いいたします。
　なお、調査対象の水域の管理者が分からない場合や了解の取り方等で不明な点がございまし
たら、国土交通省地方整備局（北海道では開発局、沖縄では総合事務局）及びその出先の河川
事務所や自治体にご相談ください。

管理団体名
表面の調査地点を管理している団体名（○○土地改良区、○○神社、○○学校など）


